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私が数学教育にかかわり始めたのは､岡山大学入学の直後､先輩に誘われてからです｡1
年生から3年生まではあの木造校舎の階段の下の学生研究室で読書会がありました｡数学
教育の研究会にも知掛こ連れて行ってもらいました｡4年生になって現在地に新館ができ､
学生の研究室は北側の 2階に移りました｡そこへ引っ越してからも読書会は続けられまし
た｡先輩たちと話したり雑誌など読んだりしてその気になっていったように思います｡
新採用のころは､単身赴任でしたが､当時の附属中学校の先生方が声かけをしてくださ
って同山での情報J/交換会や読書会に参加しました｡教育課程が変わったときに指導番の読
番会もありました｡また､評価方法の改善で､星座グラフの勉強会もありました｡さまざ
まな道具を工夫しました｡パソコンもありません｡早くかくにはどうするかが課題でした｡
みんなで話し合うこと､協力して勉強することの大切さを教えていただきましたO
同大附属中学校に転勤してからは､研究と実習と授業は宿命です｡数学科の諸先生には
はじめから手を取り足を取り指導を受けました｡初めての校内研究授業では連立程式の単
元を班活動を取り入れて行いましたが､学年主任の先生には ｢今日の授業は授業ではない｡
生徒が一生懸命考えていない｡｣と批評されました.それ以後､授業とはどんなものかを問
い続けました｡教育実習生の方たちとは授業についていろいろ議論したことが,後で大変役
立ちました｡また､日本数学教育学会の全国大会に参加したとき､分科会で発表された先
生に ｢今の発表は研究ではない｡私がこの子ども達に初めて授業します｡というのは追試
にしか過ぎないO｣と厳しく指導されたことに放き､昭和 57年の岡山大会で､グループ研
究の代表としてドイツの教科書を参考にして考えた確率の指導 (つぼ実験の導入)につい
て発表させていただいたことは特に印象に残っています｡いろいろなところで岡山市の先
生方にも､附属幼稚園や附属小学校の先生にもずいぶんと教えていただきました｡
県教育センターでは算数を一生懸命勉強しました｡長期研修や継続研修の先生方ととも
に初めて算数を勉強しました｡小学校の授業も参観させていただきました｡夏の算数 ･数
学の研修会では著名な先生方をお招きして県下の先生方とともに研修しました｡中学校､
高等学校の先生対象の研修会にも参加して勉強しました｡
食敷市の公立中学校では､中教研数学部会で先生方と授業の進め方等の勉強をしました.
以上､私が数学教育とかかわってきた概略ですが､どこにいてもいつも回りの人に支え
ていただき､今があると大変ありがたく思っています｡
ところで､現行の学習指導要領が発表になると世の中に学力低下の大合唱が起こり､平
成 14年 1月に ｢学びのすすめ｣が発表され学力の方向転換が始まりました｡そのうち新し
い学習指導要領が発表になるのでしょうが ｢ゆとりと充実｣の教育はどのようになるので
しょうか?やっと学校現場が慣れてきた総合的な学習はどうなるのでしょうか?算数･数
学教育はどのように変わっていくのでしょうか?みんなでしっかり勉強しましょう｡
明日の子どもたちが算数･数学が好きになりますように｡ (平成 19年 10月)
